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研究成果の概要（和文）： 
分権化後のアフリカの地域社会において、地域住民参加型の資源管理政策が実施されている。この研究は、

住民の生活に密接した土地・森林資源の管理への住民の参加実態を、資源コンフリクトの構成-調停プロ

セスにおける分権型行政機関や NGO、CBO（住民組織）などのアクターと住民との関係形成との視点か

ら記述した。コンフリクトの構成過程においては、通常の農村と異なり国立公園や森林保護区周辺部の農

村ではメディアで流通する情報量や NGO などの活動の度合いが大きく、状況はより大きな文脈の政治に

連結されやすい。コンフリクトの調停過程においては、英語コミュニケーション能力などいくつかの要因

が個々の住民と諸アクターとの関係の親疎を左右し、これによって住民間の参加の度合いに大きく幅があ

ることが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Since decentralization policy had carried out, so-called Community-based Recourse Management has become the 

major approach in African agrarian societies.  In this research, I describe the construction-mediation process of the 

conflicts over the use of forest / land recourse in local societies from the aspects of the dynamics of relation-making 

between the local people and the other actors such as NGOs, CBOs and newly established local organization.  On 

the process of constricting the conflicts; different from ordinal rural villages, in the villages around National Parks 

or Forest Reserves, people can frame (or re-frame) the issue by information on media, internet or NGOs, the 

framing tends to reflect political economic situation of the country.  On the process of conflict mediation; the 

accessibility and commitment of the local people to the activities of NGOs or CBOs is not a uniform state, it is 

depending on, for instance, their ability of communication in English. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 サハラ以南アフリカ各国では、1990 年代の
構造調整政策以降の「民主化」政策の一環と
して地方分権化がすすめられた。以後、コミ
ュニティ（地域社会）のポテンシャルを生か
した地方行政や地域開発政策がデザインさ
れるようになっている。2000 年代に入ってか
らとくに注目されるのは、コミュニティをと
りこんだ恊働型の地域の資源管理政策であ
った。この状況に対応して、分権化とともに
NGO、分権型行政諸機関、住民組織など地域
社会のアクターも多様化した。 
 こうした現実制度の動向とともに、開発学
などの関連分野では、構造調整政策の反省の
もと、地域社会における社会・経済的な脆弱
者にゆきとどいた公正な配分を実現すべく、
「住民組織」や「慣習法」などの在来社会制
度によるガバナンスの再評価の潮流がある。
しかしここで必要なのは、在来制度を固定し
た実体とし、それがガバナンスを実現すると
捉える制度論ではなく、ガバナンスに関わる
諸アクター間・各アクター内の関係形成を質
的・動態的に分析していく実証研究である。 
 これまで私は、「アフリカ地域社会での資
源へのアクセスは不断の社会的交渉によっ
て決定してゆく」という、在来社会制度を動
態的関係形成として過程的にとらえる立場
から、農村住民間の土地利用・保有や、森林
の利用と管理に関する実践を解明してきた。
それらの研究手法は、分権化後の恊働型資源
管理をになう諸々のアクターの関係形成の
あり方を動的に記述・分析にも応用できると
考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、地方分権化政策後のアフ
リカ地域社会において、土地・森林などの資
源をめぐるコンフリクト発生と調停の実態
把握をおこない、住民参加型の資源ガバナン
スを再検討することにあった。そのさい、こ
れまでの私の研究で明らかにされていた在
来の紛争調停の諸実践と、この研究で明らか
にされるべき分権型の政府資源管理機関や
NGO、住民組織などの新たなアクターの資源
利用や紛争調停へのかかわりとの双方に着
目して実態を記述し（事例研究）、そこから
抽出されたコンフリクトの構成-調停過程を
把握していくことを目指した。これによって

分権化とその影響下にある地域住民との参
加の様態の変化と、それによってすすむロー
カル・ガバナンスの再編を実証的に解明しよ
うと試みた。 
 
３．研究の方法 
 
 東アフリカのウガンダ共和国内の 2 つの地
域（中部農村およびマビラ国立森林保護区、
東部エルゴン山域農村および国立森林保護
区）を対象地として調査をおこなった。収集
する調査資料は、政府統計や報告書などの状
況把握のための文献資料、現地でのさまざま
なコンフリクト事例を把握するための裁判
記録やアクターへの聞き取り調査資料がお
もなものである。資料を収集するにあたって
は、土地法廷（Land Tribunal）や国家森林局
支部（National Forest Authority）、NGO、住民
組織、さまざまな地域社会の人びとの協力を
得た。 
 収集したこれらの資料をもとに、土地・森
林資源をめぐる住民どうし、あるいは周辺の
諸アクターと住民とのあいだでのコンフリ
クトの事例から主要なものを選び、コンフリ
クトの構成過程と調停過程のふたつの段階
での検討をおこなった。 
 
４．研究成果 
 
 初年次の 2010 年度および第２年次の 2012
年度は、現地調査にて関係機関を歴訪、また
コンフリクトの生じた現地におもむいて集
中的に資料収集をおこない、それらの内容整
理にあたった。まず、①村レベルでの地方評
議会、親族会議にて資源コンフリクトがどの
ように審議されているかについて、それぞれ
現地で得た事例データをもとにしての整
理・記述を試みた。次に、②都市近郊農村部
（森林保護区周辺の土地・森林資源）と遠隔
地農村部（東部の国立公園周辺の土地資源）
とで資源コンフリクトのあり方を比較し、そ
の差異を検討した。とくに、NGO のアファー
マティブアクションと地域住民との連携や、
マスコミ報道、SNS を通じてのコミュニケー
ションなどと連動した地域住民の当該コン
フリクトのフレーミング（問題化）のあり方
について検討した。 
 通常の農村部と異なり、国立公園や森林保
護区周辺部の農村ではメディアで流通する
情報量やNGOなどの活動の度合いが大きく、



状況はより大きな文脈の政治に連結されや
すい。コンフリクトの調停過程においては、
英語コミュニケーション能力などいくつか
の要因が個々の住民と諸アクターとの関係
の親疎を左右し、これによって住民間の参加
の度合いに大きく幅があることが明らかに
なった。 
 最終年度にあたる 2012 年度は、過年度に
入手した調査データの分析をすすめ、国際学
会での発表、書籍チャピター論文としての公
刊をおこなった。また、アフリカの研究者と
の議論をおこなうためのワークショップを
実施し、議論をすすめた。 
 本研究の成果は、(1)土地や森林を抽象的な
「資源」としてではなく、現地住民の生計に
かかわる具体的な有用物として捉え、貨幣経
済とのかかわりから有用性そのものも変化
するなかで新たなタイプの紛争が生じてい
ること、 (2)分権型の政府資源管理機関や
NGO、住民組織など新たなアクターとの関係
形成のあり方が住民のなかでは様々であり、
その様々な関係性がそのまま在来の資源利
用・ 紛争調停のやり方での対処の現場に反
映され、方向付けられること、(3)こうした新
たなタイプの紛争や関係形成は、NGO やラジ
オ、 新聞などのメディアをとおした住民に
よる「問題の再帰的な把握（リフレーミン
グ）」のもとでなされていること、などが明
らかになったことである。 
 これらの成果は、以下に記すかたちで発表
され、まとめられている。今後も、実施した
調査の単著論文公刊、実施したワークショッ
プの成果出版をおこなう予定である。 
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